
総
務
常
任
委
員
会

●
研
修
目
的

△
環
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ま
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く
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△
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●
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△
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●
研
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琵
琶
湖
を
抱
え
る
環
境
先

進
県
滋
賀
県
に
あ
っ
て
、
野

洲
市
は
合
併
後
直
ち
に
環
境

基
本
条
例
を
制
定
し
、
市
民

委
員
３１
人
、
行
政
委
員
８
人

か
ら
な
る
環
境
基
本
計
画
策

定
委
員
会
を
組
織
し
、
１
年

半
、
延
べ
３３
回
に
お
よ
ぶ
委

員
会
を
開
催
し
、
市
民
の
意

見
を
反
映
し
な
が
ら
、
条
例

に
定
め
る
豊
か
な
自
然
環
境

及
び
良
好
な
環
境
の
保
全
に

関
す
る
施
策
を
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め

環
境
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

「
命
の
水
、
育
む
緑
、
安

心
の
ま
ち
野
洲
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
た
こ
の
計
画
が
絵

に
描
い
た
餅
に
な
ら
ぬ
よ
う

実
践
に
お
い
て
も
、
策
定
に

参
加
し
た
市
民
、
事
業
者
、

行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
運
営
す
る
推
進
組
織
を
本

年
度
設
置
し
、
具
体
的
に
は

自
然
分
野
、
ご
み
・
資
源
分

野
、
ま
ち
・
く
ら
し
分
野
に

分
け
、
市
民
・
行
政
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会

を
作
り
、
さ
ら
に
野
洲
市
関

係
１７
課
で
組
織
す
る
環
境
基

本
計
画
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
に
加
わ
り
、
本
計
画
の

総
合
的
な
管
理
は
「
環
境
管

理
本
部
会
議
」
で
進
行
管
理

を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

こ
う
し
た
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
環

境
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
地
域

住
民
の
環
境
意
識
を
高
め
、

さ
ら
に
は
地
球
に
や
さ
し
い

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

柏
原
市
で
は
制
限
付
き
一

般
競
争
入
札
を
一
部
実
施
し

て
お
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
こ
の
入
札
の
実
施
要

綱
を
定
め
、
対
象
金
額
は

・
土
木
工
事
が
１
億
８
千
万

円
・
下
水
道
の
推
進
工
事
は
５

千
万
円

・
建
築
工
事
は
６
億
円
以
上

が
対
象
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
工
事

価
格
で
は
、
１
千
万
円
以
上

で
特
殊
又
は
高
度
な
技
術
を

必
要
と
す
る
も
の
、
そ
の
他

特
別
な
理
由
が
あ
る
も
の
は

対
象
工
事
と
し
て
い
ま
し
た
。

予
定
価
格
の
公
表
に
つ
い

て
は
事
前
公
表
の
要
綱
を
定

め
、
設
計
金
額
が
１
３
０
万

円
を
超
え
る
建
設
工
事
に
お

い
て
は
、
予
定
価
格
及
び
最

低
制
限
価
格
を
事
前
に
公
表

し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
工

事
に
伴
う
測
量
・
設
計
・
地

質
調
査
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
の
業
務
に
お
い
て
は
、

予
定
価
格
は
事
前
に
公
表
し

て
い
る
が
、
最
低
制
限
価
格

は
公
表
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
公
表
す
る
こ
と

に
よ
る
落
札
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
１８
年
度
で
５９
件
の
入

札
が
あ
り
、
平
均
落
札
率
は

７０
・
３
％
、
土
木
工
事
に
お

い
て
は
６８
・
５
％
で
、
ほ
と

ん
ど
が
最
低
制
限
価
格
で
落

札
さ
れ
た
た
め
、
く
じ
引
き

と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ
て

談
合
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

次
に
、
工
事
の
検

査
に
つ
い
て
は
、
契

約
検
査
課
６
名
の
体

制
で
、
そ
の
う
ち
４

名
が
検
査
に
あ
た
り
、

土
木
３
名
と
建
築
１

名
の
専
門
職
員
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。
検
査

は
中
間
検
査
・
完
成

検
査
共
に
２
名
の
検

査
官
で
実
施
し
、
出

来
高
管
理
は
も
ち
ろ

ん
、
中
間
検
査
は
１

ヶ
月
に
１
回
、
安
全

管
理
等
を
重
点
に
行

い
、
指
摘
事
項
は
書
面
で
工

事
担
当
課
長
に
提
出
し
、
ま

た
そ
の
対
処
方
法
を
報
告
し

て
も
ら
う
と
い
う
、
き
っ
ち

り
と
し
た
検
査
体
制
で
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

研
修
目
的

△
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て

△
食
育
に
つ
い
て

研
修
地

△
大
阪
府

島
本
町

△
香
川
県

綾
川
町

研
修
結
果

島
本
町
は
大
阪
府
の
北
東

部
、
京
都
府
と
の
境
に
あ
り
、

大
都
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
発
展
を
し
て
い
る
人
口

２
９
５
０
０
人
の
町
で
す
。

島
本
町
で
は
、
小
学
校
４

校
、
児
童
数
８
７
９
名
の
内
、

２
１
３
名
が
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

第
一
小
学
校
の
保
育
児
童

は
６０
名
で
２
学
級
に
分
か
れ
、

教
職
員
の
経
験
者
や
保
育
士

等
の
資
格
を
持
っ
た
職
員
６

名
で
受
け
持
っ
て
い
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は

児
童
は
宿
題
を
し
た
り
、
科

学
の
模
型
づ
く
り
や
実
験
を

行
っ
た
り
、
指
導
員
の
指
導

の
も
と
非
常
に
活
発
な
教
室

で
し
た
。

，

，次
に
、
綾
川
町
は
香
川
県

の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、

人
口
約
２
６
０
０
０
人
で
、

当
町
と
同
じ
「
教
育
の
町
」

宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

滝
宮
小
学
校
の
食
育
の
始

ま
り
は
、
平
成
１３
年
４
月
、

当
時
の
校
長
が
学
校
経
営
説

明
の
中
で
『
弁
当
の
日
を
実

施
し
ま
す
。
実
施
す
る
の
は

５
年
生
と
６
年
生
だ
け
で
す
。』

研修報告
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